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昨日はクリスマス礼拝に出席いたしました。洗礼式、聖餐式もありました。本当に心打たれる

思いになりました。受洗された方は若い頃、友人に教会へ誘われたそうです。自分の気持ちにピ

ッタリ来る感覚がなかったものの、聖書の言葉に惹かれつつ、それぞれの勤務地で、教会に足を

運ばれたとのこと。そして、時を経て、私達の教会に繋がり、とても身近な私たちの兄弟姉妹の

一人となられました。彼は「私が神のもとへ近づこうと願ったけれども、神が私に近づいて来ら

れた」というお気持ちを話されました。熱心に真剣に神を求めてきた彼の信仰生活をお聞きして、

私の胸も熱い思いになります。私の信仰は「棚から牡丹餅」的な与えられ方ですから、彼のよう

な信仰を求めて生きてこられた方には、敬意を表さずにはいられません。 

さて、毎朝、朝食のデザートにヨーグルトを定番にしていますが、クリスマス・シーズンでも

あり、添える果物として、今朝はイチゴを用意しておりました。パックを開けて取り出そうとし

たら、なんと、とても大きい粒で、一個でケーキ皿を占領してしまいました（上図）。こんなに大

きいイチゴをパックにこっそり詰めておくとは！と驚きながらも、クリスマス・カラーだなあと

嬉しくなって、丁寧に切って、ヨーグルトの中にいれ、蜂蜜をかけていただきました。ヨーグル

トを食べながら、そういえば、このヨーグルトのご先祖様は 20 年以上前に、教会員の方がプレ

ゼントしてくださった自家製用カスピ海ヨーグルトであることを思い出しました。ヨーグルト

を、種になる分量を残しておいて、それに新たに牛乳を加えると、次の朝には新鮮なヨーグルト

を簡単に楽しむことができます。牛乳の苦手な私はヨーグルトなら毎日食べられると大喜びし

ました。それ以来、添えて食べる果物は違えども、ヨーグルトを食べ続けています。 

ヨーグルトを下さった御婦人は「これは娘の聖書と讃美歌なの」と言いながら、いつも礼拝で

ご長女のフェリス女学院時代の聖書・讃美歌を大事に使っておられました。彼女にとっては最愛

の一人娘の手にしたものであり、彼女の将来をいつも心にかけては、礼拝で祈り、私たちにもそ

の思いを伝えておられたのです。彼女は 2 年前のクリスマス礼拝の夜、眠るがごとく天国に引

っ越されてしまいました。それから 1 年の時を経て、ご長女が、今年のイースターに洗礼を受け

られました。教会の 2024 年 10 大ニュースで、第一位にノミネートされていた慶事の主人公と

なりました。お母さんの愛、信仰、生き方を引き継いで行こうと思われたのでしょう。 

それぞれの人には、心に願う熱い思いがあり、祈りがあります。そして、それぞれの人に、そ

れなりに、与えられた道があり、誰もがその中で、不思議としか言いようない導きを受けて来て

いると思わずにはいられません。礼拝後の祝会で司会者が「讃美歌 162 番 ♫ 見よ、きょうだ

いが共にすわっている。なんという恵み、なんという喜び ♫」を選んで下さって、私たちはそ

の讃美歌を何度も答唱しました。共にある喜びを実感するクリスマスです。 


